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東北大学 大学院情報科学研究科 大関研究室との共同研究で 

量子アニーリングを活用した人材採用の最適化を検証 

～組織との相補性に着目した新たな採用アプローチの可能性を研究～ 

 

コンタクトセンター事業を展開するキューアンドエー株式会社（代表取締役社長：野村勇人、宮

城本店：宮城県仙台市、以下、キューアンドエー）は、東北大学大学院情報科学研究科 大関研究

室との共同研究として、「量子アニーリングを用いたスカウト採用と人材の相補性の最適化」に関

する研究に取り組みました。本研究成果は、国際会議「AQC2026（※1）」で発表されました。 

 

本研究の特徴は、採用候補者を個人の能力やスコアだけで評価

するのではなく、「現在の組織にどのような人材や特性が不足し

ているのか」を捉え、それを補完する候補者の組み合わせを最適

化するという点にあります。社員と採用候補者の特性をアンケ

ートによって定量化し、組織が目指す理想像と現状との差をも

とに、組織とのマッチ度や相補関係を量子アニーリングによっ

て最適化する手法を検討しました。 

 

具体的には、思考の傾向、コミュニケーション、意思決定、ワークスタイル、モチベーション・人

間関係、ストレス・将来観などの項目について社員と学生からデータを取得し、組織の理想像と

のギャップが大きい項目を重視する最適化問題として定式化しました。研究では、量子アニーリ

ング（QA）とシミュレーテッド・アニーリング（SA）による比較も行い、組織に不足する特性を

補う候補者の選定によって、一部の重点項目で理想像との一致度が改善することを確認しました。 

 

さらに分析から、採用によって比較的補完しやすい組織特性がある一方、採用だけで一律に理想

へ近づけることが難しく、入社後のマネジメントや教育、多様性を前提とした組織運営が重要と

なる特性も存在することが示唆されました。これは、単純に「理想的な人材」を探すのではなく、

採用と組織マネジメントを一体として考える必要性を示す結果です。 

 

本研究の出発点となったのは、東北大学の全学教育情報特別講義「実践的量子ソリューション創

出論」（産官学連携・問題解決型講義）でした。同講義に参加した学生が着想したアイデアをもと
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に、大関真之教授指導のもと、大関研究室修士 2年の吉原拓磨さん

を中心として研究を発展させ、キューアンドエー株式会社との共

同研究、さらに AQC2026 での研究発表へとつながりました。 

  

「実践的量子ソリューション創出論」からは、本研究以外にも、企

業・研究機関等との共同研究や論文発表、学会での研究発表へ発展

する取り組みが続いています。専門分野や学年の枠を越えて学生

のアイデアを研究へ発展させ、企業が抱える実社会の課題と量子

技術を結びつけた点も、本研究の大きな特徴です。 

 

東北大学 大学院情報科学研究科 大関研究室では、今後も学生自らが社会課題を発見し、量子技

術をはじめとする先端情報科学を用いて解決策を構想・検証する実践的な教育研究を推進すると

ともに、講義を起点とした産官学連携と研究成果の社会還元につなげていく予定であるとしてい

ます。 

 

キューアンドエーでは、本研究を通じて、個人の能力や経験だけではなく、組織との相補性を考

慮した新たな採用支援の可能性を確認しました。今後は、その成果を人財活用支援にも活かして

いく予定です。 

 

※1：量子アニーリングに関する研究者・企業関係者が集う国際会議。2026年 6月 23日(火)〜26

日(金) に東京科学大学 大岡山キャンパスにて開催されました。 

※本プレスリリースは、東北大学 大学院情報科学研究科 大関研究室とキューアンドエーの共同

研究によるもので、双方から同一内容で配信しているものです。 
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ICT デジタル製品（パソコン、スマートフォン、プリンター、情報家電、通信機器など）に関連

して生じる故障などのトラブルや接続、操作や利活用に係る疑問などを解決するテクニカルサポ

ートサービス事業を主たる業務とする。提供するサポートサービスは「コンタクトセンターサー

ビス」「DX 関連サービス」「フィールドサポートサービス」で構成し、近年では事業領域を拡げ 

ICT／DX に関するトータルサポートサービスを提供している。 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

キューアンドエー株式会社 広報担当 

メール：press@qag.jp 

お問い合わせフォーム： 

https://www.qac.jp/contact/ 


